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村のようす 、
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‘ ‘ 世帯数 1，484戸(+2) : 

人口 7，289人 (0〉:

男 3，608人(+4) : 

女 3，.681人(-4) : 
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神

社
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大

字

中

目時

作

田

"""噌十

祭

た
け建

A み

口PZ

槌

Z霊主

神

御
神
体

旋?

自

旗

A 鹿島神社に蔵められである棟礼

文化10歳8月24日と配されてある、所

蔵中の棟礼では最も古いものである

う
ぷ
な
す

中
部
落
の
産
土
神
と
し
で
庶
民
の
信
仰
を
集
め
て
来
た
神
社
で
あ

る。
創
立
年
代
は
確
か
な
る
資
料
に
欠
け
明
ら
か
で
な
い
が
御
神
体
が

源
氏
の
軍
旗
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
源
頼
義
、
額
家
父
子
が
奥
州

の
阿
部
一
族
征
討
に
際
し
て
連
勝
し
た
の
で
常
陸
国
の
鹿
島
大
明
神

を
勧
請
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
殿
に
四
枚
の
棟
礼
が
戸
蔵
さ
れ
て
い
る
が
最
も
古
い
棟
礼
は
文

化
十
年
(
一
八
二
一
一
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
棟
礼
に
は
、
「
奉
一
宇
造
営
鹿
島
犬
明
神
」
と
書
い
て
あ
る

こ
と
か
ら
現
在
の
建
物
は
、
こ
の
時
に
改
築
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。

殿本社神島鹿A 

A 不総菌〈千葉県〉多古領、

松平豊後頭翻還長久所、

惣氏子安全祈板、万延元歳4月14日
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六
月
定
例
議
会
は
六
月
十
三
日
開
か
れ
ナ
四
日
間
の

会
期
で
行
な
わ
れ
、
一
般
質
問
に
続
い
で
提
出
議
案
八

件
、
慎
重
審
議
原
案
通
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
を
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。

。
林
道
開
設
事
業
(
須
釜
線
〉
請
負

契
約
に
つ
い
て

林
道
開
設
工
事
と
し
て
北
須
釜
字
錘

団
地
内
を
行
な
う
も
の
で
、
一
ニ
千
百
五

十
万
円
で
玉
川
村
大
字
中
字
向
七
三
ノ

一
、
鈴
木
建
設
、
鈴
木
利
夫
氏
に
落
札

本
契
約
を
す
る
も
の
、
工
期
は
昭
和
五

十
三
年
六
月
十
七
日
よ
り
昭
和
五
十
四

年
二
月
二
十
七
日
ま
で
と
す
る
。

。
道
路
改
良
工
事
(
兎
回
、
坂
ノ
下

線
)
請
負
契
約
に
つ
い
て

道
路
改
良
工
事
と
し
て
、
北
須
釜
兎

回
、
坂
ノ
下
線
を
行
な
う
も
の
で
三
千

四
百
八
万
円
で
玉
川
村
大
字
竜
崎
字
原

作
田
二
六
、
株
式
会
社
、
湯
沢
組
、
湯

沢
光
市
氏
に
落
札
本
契
約
を
す
る
も
の

工
期
は
昭
和
五
十
三
年
六
月
十
八
日
よ

り
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
二
十
日
ま
で

と
す
る
。

。
昭
和
五
十
三
年
度
玉
川
村
一
般
会

計
補
正
子
算
に
つ
い
て

今
回
の
補
正
額
は
一
千
八
百
五
十
五

万
六
千
円
を
追
加
し
、
総
額
十
億
八
千

六
百
三
万
六
千
円
と
な
っ
た
、
主
な
も

の
は
歳
入
で
、
村
税
一
千
二
百
七
十
万

円
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
九
万

三
千
円
、
使
用
料
及
手
数
料
七
十
万

円
、
国
庫
支
出
金
三
百
四
十
九
万
九
千

円
、
県
支
出
金
百
八
十
万
四
千
円
、
諸

収
入
二
十
四
万
円
減
、
歳
出
の
主
な
も

の
は
、
総
務
管
理
費
百
三
十
七
万
三
千

円
、
衛
生
費
百
二
万
八
千
円
、
農
林
水

産
業
費
二
百
九
十
一
万
七
千
円
、
商
工

費
九
十
九
万
四
千
円
、
土
木
費
六
百
四

万
七
千
円
、
消
防
費
三
万
円
、
教
育
費

五
百
二
十
万
九
千
円
、
予
備
費
九
十
五

万
円
、

。
石
川
営
林
署
永
久
存
続
に
関
す
否

意
見
書
及
び
地
方
交
通
維
持
確
保
に

関
す
志
意
見
書
を
議
決
し
関
係
行
政

庁
に
提
出
し
た
。

圏鴎隼盆eの》鋸鴎轄精精¥、ご
免除の手続きを

国
民
年
金
制
度
に
、
保
険
粋
の
「
免

戸

t

除
与ー
と
い
う
制
度
'が
あ
る
の
を
ご
存
知

山で
す
か
ρ

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

必
ず
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
家
計
が
苦
し
い
と
か
、
生
活

保
護
を
う
け
て
い
る
人
な
ど
経
済
的
な

理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
保
険
料
の
免
除
制
度
で
す

が
、
免
除
制
度
に
は
、
免
除
の
事
由
に

該
当
し
た
時
か
ら
免
除
さ
れ
る
「
法
定

免
除
」
と
申
請
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
る

「
申
請
免
除
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

法
定
免
除
に
該
当
す
る
人
は
、
国
民

年
金
の
障
害
年
金
、
障
害
福
祉
年
金
や

母
子
福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る
人
、
叉

は
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
、
ら
い
予

防
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
う
け
て
い
る

人
な
ど
で
す
。

内
申
請
免
除
に
該
当
す
る
よ
は
、
所
得

が
な
い
人
1

世
帯
員
が
生
活
保
護
法
の

医
療
扶
助
や
ら
い
予
防
法
に
よ
る
援
助

を
う
け
て
い
る
人
な
ど
で
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
と
き
で

す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
役
場
で

免
除
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

免
除
を
う
け
た
期
聞
は
、
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た

場
合
の
三
分
の
一
の
額
に
な
り
ま
す
。

な
お
、

・免
除
を
う
け
た
期
間
に
つ
い
F

て
は
、
そ
の
後
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き

た
時
に
、
過
去
十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
追
納
し
た
期
聞
は
、

年
金
額
の
計
算
の
と
き
に
、
保
険
料
を

納
め
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に
計
算
さ
れ

ま
す
。
免
除
の
手
続
き
な
ど
く
わ
し
い

こ
と
は
、
役
場
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

第30回

納められない方は

県
消
防
協
会
石
川
支
部
幹
部
大
会

境
田
副
団
長
ら
受
賞

第
三
十
回
福
島
県
消
防
協
会
石
川
支

部
幹
部
大
会
は
、
去
る
七
月
二
十
二
日

午
前
九
時
よ
り
、
石
川
町
体
育
館
で
石

川
郡
下
各
消
防
団
幹
部
約
三
百
人
が
出

席
渡
辺
支
部
長
の
式
辞
で
は
じ
ま
り
、

永
年
勤
続
功
労
者
な
ど
に
表
彰
状
、

感

謝
状
が
贈
ら
れ
、
来
賓
を
代
表
し
て
波

部
恒
三
代
議
士
な
ど
か
ら
消
防
の
使
命

は
ま
こ
と
に
重
大
な
も
の
が
あ
り
ま

寸
ノ。地
域
住
民
の
災
害
と
生
命
財
産
を
守

る
た
め
に
も
、
充
分
健
康
に
留
意
さ
れ

大
い
に
頑
張

っ
て
下
さ
い
と
激
励
の

言
葉
が
あ
り
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
境

田
副
団
長
が
謝
辞
を
の
べ
、
協
議
に
入

り
、
玉
川
村
消
防
団
提
出
の
更
新
ポ

ン

プ
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
(
説
明
者

仁
井
田
保
雄
副
団
長
〉
外
三
件
の
建
議

事
項
を
採
択
し
、
小
針
玉
川
村
長
の
音

頭
で
万
才
三
唱
、
藤
田
玉
川
消
防
団
長

が
閉
会
の
辞
を
の
ベ
盛
会
の
う
ち
に
大

会
を
終
了
し
た
。

尚
、
木
村
関
係
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り。

境

田

孝

意

(
福
島
県
知
事
表
彰
)

優
良

運

転

章

佐

藤

孝

雄

(

H

リ〉

竿

頭

綬

中

分

団

(
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
)

功

績

賞

藤

田

金

二

(

η

以

精

勤

賞

須

田

幸

平

(

H

〉

H

リ

塩

沢

政

吉

(

H

H

)

永
年
勤
続
章

境

田

孝

意

(

H

リ
)

H

リ

仁

井

田

保

雄

(

H

リ
)

優

良

分

団

川

辺

分

団

(
県
消
防
協
会
石
川
支
部
長
表
彰
)

優

良

団

員

小

針

政

一
(

H

リ
)

H

佐
藤
一

男
(

H

リ
)

国

井

文

雄

〈
H

リ
)

小

針

常

美

(

H

リ

)

大

竹

義

明
(

H

リ

)

大

野

福

一
(

H

リ
)

精

勤

賞

" 11 11 
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彦ア

込仁和
建ノ唱

~-~弘』
控に得①す六の こー納
除ょが廃。凡所予と年税所
がつ減業し中、得定に聞を得
受て，るやか旬金納なのし税
け財と休しに額税つ税、は
ら産き業、税を額て額翌
れに②、六務基はいを年七
る損災失月署に、ま精三月
と害害業三かしそす算月と
きをやな十らての。しの十
③受盗ど日通計人 て確一
病け難の現知算の 納定月
気、、た在ささ前 税申に
な雑横めでれれ年 す告予
ど損領所、ま、分 るで定

一
、
目
的

こ
の
運
動
は
、
夏
に
多
い
過
労
運
転

の
防
止
と
夏
休
み
中
の
こ
ど
も
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
県
民
総
ぐ
る
み

で
、
交
通
安
全
思
想
の
周
知
徹
底
を
図

り
、
正
し
い
交
通
ル

l
ル

を

習

慣

づ

け
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

二
、
運
動
期
間

準
備
期
間
。
七
月
一
日
(
土
)
か
ら

七
月
二
十
日
(
木
ν

ま
で
の
二
十
日

間。
運
動
期
間
。
七
月
二
十
一
日
(
金
)

か
ら
八
月
二
十
日
(
日
)
ま
で
の
一

カ
月
開
。

三
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

い
ね
む
り
運
転
と
こ
ど
も
の
交
通
事

故
を
な
く
そ
う
。

回
、
運
動
の
重
点

。
過
労
(
い
ね
む
り
)
無
謀
運
転
の

防
止
、

夏の交通事故防止

県島総〈号5み運動

一
、
過
労
運
転
を
防
止
す
る
た
め

に
、
運
転
者
の
十
分
な
休
養
、
無

理
の
な
い
運
転
計
画
、
ゆ
と
り
の

あ
る
運
転
な
ど
を
家
庭
、
職
場
、

地
域
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
。

二
、
全
県
民
に
よ
る
無
謀
運
転
の
追

放
運
動
を
推
進
す
る
。

三
、
速
度
違
反
、
飲
酒
運
転
、
信
号
無

視
、
危
険
な
追
越
な
ど
無
謀
運
転

の
取
締
り
を
強
化
す
る
。

。
こ
ど
も
と
老
人
の
事
故
防
止

一
、
学
校
及
び
家
庭
(
母
親
)
が
中

心
と
な
り
日
常
の
交
通
安
全
の
し

つ
け
、
特
に
と
び
出
し
、
車
の
直

前
直
後
の
横
断
等
の
防
止
と
自
転

車
の
安
全
な
乗
り
方
を
指
導
す

る。

二
、
夏
休
み
中
、
こ
ど
も
が
安
心
し

て
遊
べ
る
場
所
を
確
保
す
る
。

一
二
、
「
老
人
交
通
安
全
大
学
」
を
積

極
的
に
開
催
す
る
0

0
二
輪
車
の
事
故
防
止

一
、
ニ
一
輪
車
運
転
者
の
講
習
会
、
競

技
会
を
昨
催
す
る
o

二
、
バ
イ
ク
を
利
用
す
る
老
人
の
交

通
事
故
防
止
策
を
徹
底
す
る
。

一
|
所
得
税
第
一

七
月
三
十
一

す
るへ
。ノレ
メ

ツ

着・
用
運
動
を
推
進

。
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

一
、
高
速
道
路
で
は
必
ず
着
用
す

る。

一
一
、
一
般
道
路
で
も
つ
と
め
て
着
用

す
る
。、

か
え
る死

t
事
故

期
分
の
納
期
は
|
一

日
ま
で

で
多
額
の
医
療
費
を
支
出
し
た
と
き
④

結
婚
や
出
産
な
ど
の
た
め
に
、
配
偶
者

控
除
や
扶
養
控
除
が
受
け
ら
れ
る
と
き

⑤
新
た
に
障
害
者
や
老
年
者
、
寡
婦
控

除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
き
⑥
営
業
不
振
に
よ
り
、
本
年
分
の

所
得
が
前
年
分
よ
り
相
当
少
な
く
な
る

と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
七
月
十
五
日

ま
で
に
、
税
務
署
に
予
定
納
税
額
を
減

額
す
る
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。

真珠シユ性中耳炎

〔一口医学〕耳
鼻
科
の
待
合
室
で
待
っ
て
い
る

人
の
何
割
か
は
、
慢
性
中
耳
炎
だ
と

い
い
ま
す
。

慢
性
中
耳
炎
は
、
か
な
り
多
い
病

気
で
す
が
、
そ
の
中
に
均
真
珠
シ
ュ

性
」
と
い
う
特
別
の
名
前
の
つ
い
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
の
合

併
症
を
お
こ
し
や
す
い
悪
性
の
中
耳

炎
で
、
そ
の
真
珠
性
の
シ
ュ
ヨ
ウ
が

大
き
く
な
る
と
ま
わ
り
の
骨
を
破
壊

し
て
、
つ
い
に
は
顔
面
神
経
を
マ
ヒ

さ
せ
て
顔
半
分
が
ゆ
が
ん
で
し
ま
っ

た
り
、
と
き
に
は
脳
膜
炎
を
併
発
し

て
生
命
の
危
険
を
も
た
ら
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
真
珠
シ
ュ
性
と
い
う
一

見
美
し
い
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際
は
汚
な
く
七
、
と
て
も

く
さ
い
耳
だ
れ
が
出
ま
す
。

慢
性
中
耳
炎
の
療
養
中
に
、
頭

痛
、
高
熱
、
顔
面
神
経
マ
ヒ
、
め
ま

い
な
ど
の
病
状
が
あ
っ
た
ら
、
医
師

の
診
察
を
受
け
、
真
珠
シ
ュ
性
に
よ

る
も
の
な
ら
手
術
が
必
要
で
す
。
た

だ
、
真
珠
シ
ュ
性
T
も
合
併
症
を
お

こ
さ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
も
手
術
を
受
け
た
方
が
安
心
で

す
。
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こ
と
し
も
、
国
民
年
金
法
が
改
正
さ

れ
て
、
次
の
よ
う
た
改
善
が
行
わ
れ
ま

し
た
。⑨
拠
出
年
金
額
の
引
上
げ

拠
出
年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
実
施

さ
れ
た
結
果
、
七
月
か
ら
老
齢
年
金
の

二
十
五
年
年
金
(
未
発
生
)
は
、
月
額

三
七
、
九
二
五
円
、
+
半
年
金
は
同
二

三
、
九
二
五
円
、
五
年
年
金
は
同
一

七
、
五

O
八
円
に
、
ま
た
、
障
害
年
金

は
一
級
の
場
合
で
同
四
八
、
二
二
三
円

に
、
さ
ら
に
、
母
子
、
準
母
子
、
遺
児

年
金
は
、
子
ら
一
人
の
場
合
、
そ
れ
ぞ

れ
同
三
八
、
五

O
八
円
に
-な
り
ま
し

た。

スライドされた拠出年金の額(7月分から)

T 1 7，508円

37，925 

( 85，850 ) 

60，683 

(137，366) 

月額

48.133 

38，508 

38，508 

23，925 

21 0，100円

455，100 

(1，030200) 

年金額

287，100 

1.648.4 00 

577，600 

462.1 00 

728200 

4 62，100 

年金種別

年金

老 i10 年年金

齢I2 5 年年金
年| (夫婦・J付加年金加入)

金 I4 0 年年金

| (夫婦・付加年金加入)

I (1 級)
障害年 金 |

!( 2 級)

母子、準母子、遺児年金

5 年

④
福
祉
年
金
額
の
引
上
げ

福
祉
年
金
は
、
八
月
か
ら
、
老
齢
が

月
額
二
ハ
、
五

O
O円
、
障
害
一
級
が

同
二
四
、
入

O
O円
、
母
子
、
準
母
子

が
子
ら
一
大
の
場
合
、
こ
一
、
五

0
0

円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

⑥
特
別
納
付
の
実
施

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
人
な
ど
に
つ
い

て
、
昭
和
五
十
三
年
七
月
か
ら
二
年
間

に
限
り
、
一
月
に
つ
き
四
千
円
の
割
合

で
過
去
の
滞
納
期
間
の
分
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

④
保
険
料
の
引
上
げ

保
険
料
は
‘
昭
和
五
十
四
年
四
月
分

(子等 1人 のとき)

改正された福祉年金の額

( 5 3年8月分から)

年 金種別 年金額 月 額

老齢福祉年金 1 9 8，0 0 0円 1 6，500円

隊 害 1 級 29 7，6 00 2 4，800 

福祉年金 2 級 1 98，00 0 1 6.5 0 0 

子等 1人 2 5 8，0 0 0 2 1，5 0 0 

母 子 予等 2人 2 8 2，00 0 2 3.500 

準母子
子等 3人 子等合カ 3人以白加円上か算(月のら場は 3人

福祉年金 以上 1人 4，800
穏 400円)

か
ら
一
月
に
つ
き
三
千
三
百
円
、
昭
和

五
十
五
年
四
月
分
か
ら
一
月
に
つ
き
三

千
六
百
五
十
円
に
改
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
昭
和
五
十
四
年
度

食中毒に

気をつけ

うしょキA山

食
中
毒
と
は
食
べ
た
あ
と
(
数
分
J

長
時
間
)
で
、
腹
痛
、
岨
叶
、
下
痢
な

ど
の
中
毒
症
状
が
出
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
原
因
と
存
る
も
の
に
は
、
細
菌
、

・
自
然
毒
、
化
学
物
質
な
ど
が
あ
り
、
最

も
多
い
の
は
細
菌
性
食
中
毒
で
す
。

食
中
毒
の
分
類

食
中
毒
は
原
因
と
な
る
物
質
に
よ
っ

て
分
類
さ
れ
ま
す
。

一
、
細
菌
性
食
中
毒
1
サ
ル
モ
ネ
ラ

菌
、
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
、
病
原
大
腸
菌
、

ぶ
ど
う
球
菌
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
な
ど
の

細
菌
で
付
着
汚
染
さ
れ
た
食
品
に
よ
っ

て
お
こ
り
ま
す
。

二
、
自
然
毒
に
よ
る
食
中
毒
1
ふ
ぐ
、

毒
か
ま
す
な
ど
の
動
物
性
自
然
毒
や
、

毒
き
の
こ
、
青
梅
、
じ
ゃ
が
い
も
の
芽

な
ど
の
植
物
性
自
然
訪
に
よ
っ
て
お
こ

り
ま
す
。

三
、
化
学
物
質
に
よ
る
食
中
毒
H

食
品

添
加
物
、
食
品
材
料
か
ら
の
溶
出
物
、

農
薬
、
殺
虫
剤
な
ど
を
食
品
と
誤
用
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。

に
、
年
金
額
の
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ
れ
た

と
き
は
、
五
十
五
年
度
の
保
険
料
一
一
一
千

六
百
五
十
円
に
ス
ラ
イ
ド
分
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

食
中
毒
の
予
防
の
た
め
に

一
、
細
菌
性
食
中
毒
を
防
ぐ
に
は

ー
、
調
理
器
具
や
食
器
類
を
清
潔
に
保

つ。2
、
ね
ず
み
や
害
虫
を
駆
除
す
る
。

3
、
購
入
し
た
食
品
は
早
め
に
調
理

し
、
早
め
に
食
べ
る
。
(
冷
蔵
庫
を
過

信
し
な
い
。

)
4
、
夏
は
十
分
に
加
熱

し
た
も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
す
る
。

二
、
自
然
毒
に
よ
る
食
中
毒
を
防
ぐ
に

土ー
、
ふ
ぐ
の
し
ろ
う
と
料
理
は
し
な

、。2
、
見
な
れ
な
い
魚
や
、
き
の
こ
、
は

食
用
に
し
な
い
。

3
、
じ
ゃ
が
い
も
は
芽
を
え
ぐ
り
取

る。三
、
化
学
物
質
に
よ
る
食
中
毒
を
防
ぐ

こ
十
仇
O

ー
、
か
ん
詰
め
は
、
開
け
た
ら
、
ガ
ラ

ス
の
容
器
や
、
陶
器
に
移
す
。

2
、
農
薬
、
殺
虫
剤
な
ど
を
食
品
の
そ

ば
に
置
か
な
い
。

せ

一A
V
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

行政相談開設の

らしお

行
政
相
談
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
開
設

い
た
し
ま
す
の
で
、
御
気
軽
に
相
談

を
申
し
出
で
下
さ
い
。

。
処
理
が
遅
い
。

O
不
親
切
な
扱
.い
を
受
け
た
0

0
説
明
に
納
得
が
い
か
な
い
。

O
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
。

。
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

な
ど
の
苦
情
や
問
い
合
せ
、
意
見

要
望
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に

行
政
相
談
委
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ

、。、U
申
し
出
の
内
容
を
秘
密
に
さ
れ
た

い
方
は
、
そ
の
旨
お
話
し
く
だ
さ

、。相
談
は
一
切
無
料
で
す
。

相
談
開
設
日

と
き
八
月
一
日
、
午
前
九
時

J
午
前
十
一
時

と
に
ろ
玉
川
村
就
改
セ
ン
タ
ー

相
談
員
三
輪
貞
夫

(
住
所
玉
川
村
大
字
小
高
字
池
ノ

入
九
九

T
E
L

三
二
七

O
)
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十
五
歳
は
「
危
な
い
年
齢
」

5 

ま
た
、
男
女
別
に
見
た
場
合
、
女
子

の
非
行
が
急
増
し
て
お
り
、
増
加
率
で

は
男
子
の
ほ
ぼ
こ
倍
の
勢
い
で
伸
び
て

い
ま
す
。

.

こ
の
よ
う
な
非
行
の
特
徴
と
し
て

は
、
動
機
が
単
純
で
、
罪
の
意
識
の
希

薄
な
、

H
H

遊
び
型
H

が
ふ
え
続
け
て
い

る
こ
と
で
す
。

万
引
や
自
転
車
。
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

ク
ふ
み
の
日
夕

の
「
迩
み
」
が
男
子
の
七
割
、
女
子
の

九
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
傾

向
を
裏
づ
け
て
い
ま
す
。

運
動
を
す
す
め
よ
う

温
か
い
、

~真
心
の
こ
も
っ
た
、
お
便

り
は
、
他
に
か
え
ら
れ
な
い
良
さ
と
、

味
わ
い
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
郵
便
局

で
は
、
こ
う
し
た
手
紙
の
持
つ
良
さ
と

味
わ
い
一芳
一一一
P

心
主
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
る
式
表
伝
い
を
し
次
い
な
恕
い
、
毎

月
二
三
百
を
-
H

ふ
み
の
百
一
H

と
定
め
ま

し
た
c
就
職
し
て
、
ふ
る
さ
と
か
ら
遠
く
離

れ
て
住
ん
で
い
る
息
子
や
娘
へ
、
ふ
る

さ
と
か
ら
便
り
を
出
し
て
見
ま
し
ょ

う
、
春
の
花
だ
よ
り
、
そ
し
て
夏
の

山
、
秋
の
祭
り
と
季
節
の
便
り
も
な
つ

か
し
い
も
の
で
す
。

.
一
通
の
手
紙
が
、
暖
か
い
励
ま
し
と

な
り
、
若
い
世
代
と
の
交
流
を
深
め

る
、
一
石
二
鳥
の
お
便
り
運
動
に
ご
協

力
下
さ
い
。

(
川
辺
郵
便
局
〉

あ忘
り貯れ
ま金ら
せ「通れ
ん i脹た
か~.~主
.イシ

郵
便
貯
金
は
一

0
年
間
、
貯
金
の
預

け
入
れ
や
、
払
も
ど
し
、
あ
る
い
は
、

利
子
詑
入
の
請
求
な
ど
の
ご
利
用
が
ま

っ
た
く
な
い
場
合
は
、
そ
の
貯
金
を
継

続
し
て
利
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
通
知
を
差
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
通
知
を
お
送
り
し
て
か
ら
、
二
ヶ

月
を
経
過
し
て
も
、
通
帳
や
証
書
の
提

出
が
な
く
、
又
紛
失
し
て
い
る
旨
の
届

け
出
も
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
貯
金
は

無
効
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

貯
金
局
か
ら
通
知
が
な
く
と
も
何
年

も
貯
金
の
出
し
入
れ
や
利
子
記
入
の
し

山一川将
戦勝生一小一
氏箱
須

公
民
館
主
催
の
第
九
回
村
民
ソ
フ
ト

ボ
ー

ル
大
会
と
第
十
四
国
家
庭
パ
e
レ
i

ボ
i
ル
大
会
が
、
六
月
二
十
五
日
午
前

八
時
か
ら
玉
川
第
一
小
学
校
々
庭
(
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
〉
と
玉
川
村
体
育
館
(
家

庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉
で
聞
か
れ
、
試
合

開
始
前
か
ら
観
客
が
多
勢
詰
め
か
け
、

さ
か
ん
な
声
援
に
選
手
も
ハ
ッ
ス
ル
し

好
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
蒜

生
チ
l
ム
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
南

須
釜
チ

l
ム
と
も
に
二
年
連
続
優
勝
を

』
F

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
決
勝
戦

ハ
蒜
生
対
小
官
同
〉

て
い
な
い
、
忘
れ
ら
れ
た
郵
便
貯
金
通

帳
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
郵
便
局
へ
ご
持

参
下
さ
い
。

川

辺

郵

便

局

須

釜

郵

便

局

優

ィ
、
S
E
E
-
-甲

y

夏
休
み
期
間
中
は
、
規
則
正
し
い
学

、
校
生
活
か
ら
か
解
放
η

さ
れ
て
、
児

4

童
、
生
徒
の
生
活
リ
ズ
ム
も
乱
れ
が
ち

，
で
す
。

司
少
年
非
行
の
多
く
は
、
こ
の
長
い
休

E

み
の
間
に
芽
生
え
、
育
も
、
秋
の
新
学

〆
期
の
こ
ろ
に
は
、
学
校
ぎ
ら
い
や
家

，
出
、
さ
ら
に
は
盗
み
、
傷
害
と
い
っ
た

司
本
格
的
な
弊
行
の
道
を
歩
み
始
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
o

'
少
年
自
身
の
解
放
感
と
気
の
ゆ
る
み

に
加
え
て
、
「
休
み
の
間
ぐ
ら
い
」
と

iv

か
「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
:
:
:
」
と
い

孟
!
っ
た
家
庭
の
甘
や
か
し
が
、
と
く
に
夏

d
v
休
み
に
非
行
が
ふ
え
る
原
因
と
な
っ
て

‘
い
ま
す
。

年
令
的
に
は
十
五
歳
が
最
も
多
く
、

次
い
で
十
六
歳
バペ
斗
四
歳
の
順
で
す

が、
4

こ
れ
ら
十
四
歳

i
十
六
歳
の
非
行

が
全
体
の
六
割
を
出
め
る
な
ど
、
最
近

と
く
に
非
行
の
低
年
齢
化
が
め
だ
っ
て

い
ま
す
。

" 熱
戦
の
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

飾
り
ま
し
た
。

大
会
成
績

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

蒜

生

チ

l

ム

準

優

勝

小

高

チ

i
ム

一
一
一
位
川
辺
チ

l

ム

H
H

岩
法
寺
チ

l
ム

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝

南

須

釜

チ

!

ム

準

優

勝

北

須

釜

チ

1
4

三

位

中

チ

ム

向

付

士

ロ

チ

ム
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事故のない明るい社会
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1日かを5

「;全国安全週間J

七
月
‘一三日
は
「
国
民
安
全
の
日
」

で、
会
こ
の
日
か
ら
「
全
国
安
全
週
間
・」

が
始
ま
勺
ま
す
。

五
十
二
年
版
「
労
働
白
誓
」
に
よ
る

と
、
職
場
で
の
事
故
で
四
日
以
上
休
ん

だ
り
、
そ
れ
が
d

原
因
で
“死

立

し

た

人

は
、
三
十
三
万
四
千
人
も
い
ま
す
。
前

年
に
く
ら
べ
て
三
・
七
%
も
ト
ト占
え
て
い

る
の
で
す
。

そ
の
お
も
な
原
因
を
み
る
と
、
墜
落

転
落
事
故
が
最
も
多
く
、
全
体
の
二
五

・
六
%
で
、
次
い
で
交
通
事
故
、
機
械

に
巻
き
こ
ま
れ
る
事
故
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
人
身
事
故
は
、
ふ
だ

ん
家
庭
の
な
か
で
も
起
き
て
い
ま
す
。

厚
生
省
の
「
人
口
動
態
統
計
」
に
よ

る
と
、
一
年
間
に
約
七
千
人
の
ひ
と
び

と
が
家
庭
で
の
不
慮
の
事
故
で
死
亡
し

て
い
ま
す
。

と
く
に
、
階
段
な
ど
か
ら
す
べ
り
落

ち
て
死
亡
し
た
人
は
約
千
八
百
五
十
人

と
、
も
っ
と
も
多
く
、
t

こ
の
う
ち
六
十

五
歳
以
上
の
老
人
は
約
千
二
百
五
十
人

と
六
八
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乳
児
や
老
人
が
布
団
な
ど
で

窒
息
す
る
事
故
が
め
だ
っ
て
お
り
、
千

た
不
注
意
が
原
因
で
起
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
職
場
、
家
庭
に
お
~い
て
も
悲

惨
な
事
故
に
'あ
ドわ
な
い
よ
う
に
、
み
ん

な
で
自
分
一の
身
の
J

ま
わ
り
の
安
全
を
確

か
め
混
む
》
'守
、弐

四
百
太
一の
い
た
ま
し
い
犠
牲
者
が
出
て

い
ま
す
J

一
方
、
こ
れ
J

か
ら
水
遊
び
の
楽
し
い

~季
節
志
す
が
、
求
に
よ
る
犠
牲
者
も
千

人
近
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
ち
な
事
故
は
'1

ち
ょ
っ
と
し

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一Ez--一一一一一一一
ZE--
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一}一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

登
録
免
許
税
(
国
税
〉

所
有
権
の
取
得
に
関
す
る
登
記
の
際

に
か
か
る
税
金
で
す
。
た
だ
し
、
新
築

住
宅
の
登
記
に
は
特
例
が
あ
り
、
一
定

の
要
件
に
当
て
は
ま
る
と
、
税
率
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

ママ

不
動
産
取
得
税
(
県
税
)

土
地
や
建
物
を
取
得
し
た
と
き
に
か

か
る
税
金
で
、
こ
の
税
金
も
一
定
の
要

件
に
当
て
は
ま
る
と
税
金
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

所
得
税
の
住
宅
取
得
控
除

住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅
を

購
入
し
た
ーと
き
で
、
一
定
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
と
、
最
高
三
万
円
ず
つ
コ
一
年

間
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
民
間
の
金
融
機
関
等
か
ら
償
還
期

間
十
年
以
上
の
融
資
等
を
受
け
て
新
築

マ

明
る
い
村
。
つ
く
り
に

防
犯
灯
寄
贈

こ
の
度
東
北
電
力
石
川
営
業
所
〈
所

長
本
多
秀
雄
)
よ
り
防
犯
灯
二
基
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
電
力
で
は
毎
年
春
と
秋
の
二
回

に
サ
ー
ビ
ス
旬
聞
を
行
っ
て
お
り
、
防

犯
灯
に
つ
い
て
も
村
を
明
る
く
し
住
民

の
夜
間
歩
行
の
安
全
を
守
っ
て
下
さ
い

と
毎
年
寄
贈
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す。
村
で
は
こ
の
行
為
に
対
し
深
甚
な
る

謝
意
を
申
し
上
げ
る
た
め
、
去
る
六
月

十
日
、
村
、
東
部
、
西
部
防
犯
協
会
名

で
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

尚
、
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
防
犯
灯
は
、

小
高
と
四
辻
地
区
に
設
置
さ
れ
地
域
の

人
々
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま

す。

青少年に

明るいあすを
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一
今
年
の
夏
は
、
青
少
年
健
全
育
成

一

H

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
U

を
幅
広
く

一
展
開
す
る
と
と
に
な
り
ま
七
た
の

一
で
、
村
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協

一
力
を
お
願
ヤ
し
ま
す
。

‘

一
※
運
動
の
日

l
ン
テ

i
マ

一

'
「
信
頼
を
育
く
む
地
域
社
会
を
め

…
ざ
し
て
」
と
し
、
次
の
'五
つ
の
運
動

一
目
標
を
掲
げ
て
が
身
主
ナ
♂

ゐ

-

・

明

る

ーい
社
会
環
境

いを
つ
《
ろ

一

‘

ぅ。

'

'

t

一一:
4
一月一

一
・
家
族
み
ん
な
で
明
石
'外
家
庭
を

一

つ

く

ろ

う

一o

v

一

二
青
少
年
の
社
会
参
加
を
す
す
め

一

ょ

う

♂

ι
」

一
・
青
少
年
の
非
行
を
な
ぐ
そ
う
。

一
・
子
ど
も
を
事
故
か
ら
ま
も
ろ

.

よ

一

ノ

。

一
※
実
践
割
問

一
昭
和
五
十
三
年
七
月
一
日
J
八

一

月

三

十

一

日

一
※
実
設
内
容

一
あ
な
た
自
身
ゃ
あ
な
た
の

n
む

一

ら

H

で
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
し
て
実

一
践
し
ま
し
ょ
う
。

かー担
ら人うみ
ー青な
人少さ
の年ん
暖のの
か育庁
い成む
手はら
と、 11

思みの
いな未
やさ来
りんを
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;

村

之

者

共

巧

ミ

を

以

て

ハ

計

画

的

に

)

暦

八

年

〉

八
月
五
日
山
小
屋
村
市
右
衛
侯
と
申
上
げ
候
程
の
謀
計
相
企
て
(
は
〉

近

世

版

点

と

線

⑤

わ

せ

わ

ら

び
を
ほ
ら
、
的
場
と
名
目
つ
門
、
半
之
車
、
喜
左
衛
門
、
文
之
琵
、

か
り
ご
と
を
企
て
〉
侯
儀
を
以

っ
て
山
~

4

4

方

け
か
え
叫
小
屋
村
地
内
な
ど
と
出
訴

仕

利

兵

衛
、
善
之
握
、
長
五
郎
、
幸
入
、
小
屋
村
巧
み
仕
り
候
段
(
計
画
的
に
行
へ

境

界

争

い

さ

ま

ざ

ま

叫

訪

日

謀

れ

れ

問

料

れ

れ

げ

は

u
u
u
u
H
け
い
均
時
計
恥

μ山
μ時一一泊
γ

一

に
こ
れ
有
り
古
荒
畑
に
ご
ざ
候
尤
も
右
来
よ
り
の
、
境
分
明
に
付
(
は
っ
き
り
き
た
い
)
御
慈
悲
を
以
っ
て
古
来
よ
り
~

岩

谷

浩

光

誌

畑

続

き

に

同

字

の

田

方

も

こ

れ

有

り

当

わ

か

る

の

で

)

互

に

申

分

御

座

居

な

く
の
通
り
境
相
守
り
以
来
須
釜
村
地
内
へ
ん

時
南
須
釜
村
に
て
作
徳
仕
り
侯
外
一
一
ハ
侯
間
得
心
の
上
に
て
〈
納
得
の
上
で
〉
差
さ
わ
り
申
さ
ず
侯
様
仰
せ
つ
け
せ
ら
、

~
そ
の
地
所
を
山
小
屋
村
分
な
ど
と
合
い
境
目
相
札
(
た
だ
し
1
調
べ
て
〉
わ
せ
わ
ら
び
と
申
す
字
の
地
所
こ
れ
な
山
小
農
村
よ
り
我
が
ま
ふ
に
仕
付
侯
立
れ
下
し
お
か
れ
候
は
ば
有
難
き
仕
合
~

{
申
候
事
の
儀
心
得
が
た
く
是
ハ
双
方
申
す
べ
き
旨
ニ
て
山
小
屋
村
よ
り
善
右
く
候
間
御
水
帳
を
以
て
御
吟
味
な
し
下

毛

抜

き

侯
儀
に
て
(
勝
手
に
植
付
け
た
(
し
あ
わ
せ
〉
に
存
じ
奉
り
候
、

へ

い

立

合

い

古

来

よ

り

の

通

り

互

ニ

境

自

衛

門

半

之

亙

万

右

衛

門

与

右

衛

門

文

之

さ

れ

候

へ

ば

明

白

に

相

知

れ

申

し

侯

作

物

を

故

き

と

っ

た

こ

と

で

)

私

共

方

円

宝
暦
九
年
叩
二
月

~

見

届

け

ら

れ

侯

へ

パ

忽

ち

相

分

り

候

亙

市

右

衛

門

喜

左

衛

門

左

市

右

禽

門

惣

一

、

山

小

屋

村

よ

り

申

立

候

は

字

坂

ノ

に

理

不

尽

の

儀

毛

頭

御

座

な

く

侯

立

木

川

~
事
ニ
っ
き
境
目
見
届
け
ら
れ
候
様
再
衛
門
次
右
衛
問
浅
之
霊
政
右
衛
門
伊
右
下
畑
作
毛
並
び
に
坂
ノ
下
居
屋
敷
臨
い
理
不
尽
に
切
り

荒

ら

し

候

ば

(

ヤ

ブ

奥

洲

石

川

郡

南

須

釜

村

~

〈
三
申
談
じ
侯
之
パ
山
小
屋
村
の
者
共
衛
門
甚
八
善
之
重
利
兵
衛
幸
人
此
者
共

立

木

百

三
拾
木
南
須
釜
村
に

て
強

勢
レ
)
北
須
釜
村
地
内
に
付
き
立
木

の

庄

屋

、

音

右

衛

門

山

~
此
の
儀
ニ
こ
ま
り
侯
へ
て
然
ら
ば
立
ま
か
り
出
で
南
須
釜
村
よ
り
も
百
姓
弐
(
強
引
に
H

ム
リ
ヤ
リ
〉
に
伐
荒
ら
し
(
ヤ
ブ
レ
)
伐
り
侯
処
其
の
刻

(

そ

の

外

組

頭

、

弐

人

〉

拾

五

人

ま

か

り

出

で

立

合

の

上

前

々

よ

侯

な

ど

偽

の

儀

申

上

げ

候

山

小

屋

村

北

時

間

の

頃

)

山

小

屋

村

の

者

ハ

ヤ

ブ

百

姓

代

表

五

入

、

…

司

登

り

石

り

の

境

目

見

届

け

須

釜

村

境

の

儀
は
三
方
境
壇
よ
り
畑
清

レ

〉
と
相
変
じ
偽
申
し
か
け
互
い
に
及

同

国

同

郡

北

須

釜

村

…

候
南
須
釜
村
地
水
見
通
境
石
丸
」
れ
有
り
(
写
真
1
我
妻

〈
ヤ
ブ
レ
)
差
置

侯

此

の

場

所

北

須

釜

庄

屋

、

角

右

エ

門

川

内

ニ

紛

れ

な

き

ニ

茂

世

氏

所

蔵

の

絵

図

面

に

は

こ

の

石

村

地

内

に

〈

ヤ

ブ

レ

〉

少

木

〈

小

さ

な

外

に

組

頭

、

二

人

…

付
山
小
屋
村
の
者
を
、

H

登
り
石
H

と

記

載

し

あ

り

〉

堀

木

〉

六

拾

五

本

材

り

候

処

百

三

拾

本

な

百

姓

代

表

、

五

人

J

共
申
分
、こ

れ

な

く

筋

並

び

に

横

畔

〈

あ

ぜ

〉

境

石

峯

通

境

ど

と

偽

わ

り

出

所

(

訴

え

出

る

〉

仕

り

へ

御

奉

行

所

様

川

仕

付

候

立

毛

抜

き

に

て

右

坂

ノ

下

と

申

し

か

け

候

場

所

は

候

こ

れ

は

山

小

屋

村

分

に

こ

れ

無

き

故

叫

す
で
申
さ
る
べ
き
北
須
釜
村
御
検
地
御
水
帳
(
測
量
土
地
存
ぜ
ざ
る
筈
に
は
候
へ
ど
も
ハ
山
小
屋
寝
返
管
書
舛
(
今
年
〉
一
二
月
二
日
御
評
~

旨
取
す
に
つ
き
互
台
帳
〉
に
こ
れ
有
り
奥
な
で
と
申
す
所
村
分
で
は
な
い
の
で
知
ら
な
い
筈
で
は
定
所
へ
さ
し
あ
げ
申
候
、
ん

ど
に
得
心
(
納
得
〉
の
古
畑
に
御
座
侯
立
木
百
三
十
本
北
須

あ

る

が

〉
余
り
巧
み
の
儀

(

余

り

に

計

れ

の
上
に
で
山
小
屋
釜
村
に
て
強
勢
に
切
り
荒
ら
し
と
申
し
画
的
〉
出
訴
仕
り
侯
此
段
心
得
難
く
存
尚
、
右
文
中
(
ヤ
ブ
レ
〉
と
あ
る
は
い

村
一よ
り
我
億
一
一
仕
、

か

け

ら

れ

侯

場

所

も

北

須

釜

村

地

内

に

じ

奉

り

候

、

原

本

の

中

に

、

ニ

頁

に

わ

た

っ

て

上

半

ベ
付
候
立
毛
抜
き
候
候
と
こ
ろ
山
小
屋
村
地
内
の
よ
う
偽
り
右
申
上
げ
候
通
り
少
し
も
相
違
ど
ざ
な
分
が
ヤ
ブ
レ
て
い
る
た
め
に
文
不
明
の

い白川、
其
の
節
南
須
釜
村
申
立
候
去
寅
春
山
小
屋
村
の
者
共
奥
な
く
侯
山
小
屋
村
の
者
共
儀
境
を
踏
み
越
部
分
を
さ
す
も
の
司

よ
り
大
勢
ま
か
り
で
荒
畑
並
び
に
芝
地
を
新
地
に
切
り
起
え
度
々
我
億
仕
候
へ
共
殊
に
両
須
と
わ
り
し
て
お
く
。

出
一で
候
儀
に
も
こ
こ
し
に
相
掛
け
我
が
ま
L

仕
り
侯
右
の
釜
村
の
儀
至
極
困
窮
故
(
非
常
に
困
つ

r

J

れ
'
な
く
候
か
く
の
通
明
白
に
境
こ
水
帳
有
り
候
処
か
く
の
た
よ
う
な
の
で
〉
是
非
な
く
差
控
え
ま

一一如
一々
立
合
い
の
上
如
く
理
不
尽
の
儀
仕
り
候
故
(
道
理
に
か
り
有
り
候
処
す
べ
て
山
小
屋
村
よ
り

に
て
仕
り
侯
こ
と
あ
わ
な
い
こ
と
を
す
る
の
で
〉
互
い
に
偽
り
出
訴
仕
り
難
儀
至
極
に
仕
り
侯
且

故
南
須
釜
村
に
理
立
合
い
境
目
相
守
り
重
ね
て
右
鉢
の
儀
つ
両
須
釜
村
に
名
前
こ
れ
な
き
者
共
ま

t

不
尽
の
筋
毛
頭
ご
(
右
の
よ
う
な
や
り
方
)
こ
れ
な
き
よ
で
相
手
取
り
見
届
け
候
な
ど
と
相
違
の

ざ
な
く
候
う
に
致
す
べ
き
旨
度
々
山
小
屋
村
へ
申
議
(
事
実
と
相
違
す
る
こ
と
〉
申
し
か
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盛会だった

盆栽展さつきょ

昭和53年 7月 1日

一
日
聞
に
わ
た
一っ
て
、
玉
川
村
体
育
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

玉
川
村
さ
っ
き
、
盆
栽
会
(
会
長
塩

沢
直
利
)
会
員
が
日
頃
丹
精
こ
め
た
、

盛会のさっき盆栽展会場風景

自
慢
の
名
木
、
名
花
三
百
二
十
点
が
出

品
展
示
さ
れ
、
広
い
会
場
に
溢
れ
る
ば

か
り
で
、
四
百
人
余
の
参
観
人
の
目
を

大
い
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

参
観
小人
の
中
に
は
、
村
内
を
は
じ
め

須
賀
川
市
、
鏡
石
町
、
矢
吹
町
、
石
川

町
な
ど
初
外
か
ら
多
数
の
愛
好
者
が
訪

れ
熱
心
~に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
本
年
度
は
一
般
参
観
者
の
人
気

投
票
に
よ
る
、
さ
っ
き
「
光
の
司
」
の

品
評
会
も
行
わ
れ
、
な
お
一
一
層
会
場
に

活
気
と
賑
い
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

人
気
投
票
の
結
果
、
次
の
方
々
が
上

位
の
得
票
を
獲
得
し
て
、
玉
川
村
公
民

館
長
賞
、
玉
川
清
さ
っ
き
、
盆
栽
会
長

賞
が
贈
ち
れ
ま
し
た
。

.A 

O
l
-
-
o
 

金

島

貝

銀

賞

銀

賞

銅

賞

銅

賞

銅

賞

牽佐毒/小草奥

田藤白出野野

節広光呈 四

次竹雄高豊郎
〆ー、〆戸、 r、，.-....〆一、、〆ー¥
小小岩
吉 中法中
高高寺

同一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

No. 143 

天

候

予

報

梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
に
な
る
の

は
、
七
月
が
中
心
に
な
る
見
込
み
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
七
月
は
冷
涼
な
曇

雨
天
の
日
が
多
く
な
り
、
梅
雨
明
け
は

平
年
よ
り
お
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

八
月
は
夏
型
の
天
候
に
な
っ
て
暑
い

日
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
時
々
前
線
が

南
下
し
て
局
地
的
に
大
雨
の
降
る
日
が

あ
り
そ
う
で
す
。

な
お
、
こ
の
期
間
本
土
に
影
響
す
る

台
風
が
こ
個
ぐ
ら
い
あ
る
で
し
ょ
う
。

(
七
月
、

八
月
)

(
七
月
)

オ
ホ

i
ツ
ク
海
の
高
気
圧
が
し
ば
し

ば
強
ま
り
、
時
々
梅
雨
前
線
の
活
動
が

活
発
に
な
っ
て
曇
雨
天
の
日
が
多
く
な

る
で
し
ょ
う
。
月
の
後
雨
明
け
は
平
年

よ
り
お
く
れ
て
下
旬
の
後
半
に
な
り
そ

う
で
す
。

月
平
均
の
気
温
は
浜
通
り
、
中
通
り

地
方
は
や
ふ
低
め
、
会
津
地
方
は
平
年

並
み
が
や
ふ
低
め
、
降
水
量
は
全
般
に

や
ふ
多
め
の
見
込
み
で
す
。

(
八
月
〉

太
平
洋
高
気
圧
が
は
り
出
し
、
暑
い

日
が
多
く
な
る
で
し
ょ
う
、
し
か
し
、

上
旬
の
後
半
ご
ろ
と
下
旬
に
は
前
線
が

南
下
し
て
、
夏
型
一
の
天
気
が
く
ず
れ
る

見
込
み
で
と
く
に
下
旬
は
平
年
よ
り
気

温
の
低
い
日
が
多
く
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
前
線
や
台
風
の
影
響
で
局
地
的

に
大
雨
の
降
る
日
が
あ
り
そ
う
で
す
。

月
平
均
の
気
温
は
だ
い
た
い
平
年
並

み
、
降
水
量
は
平
年
並
み
か
や
や
多
め

の
見
込
み
e

で
す
。

亡
父
の
遺
志
に
よ
り

百

万

円

寄

附

宍

戸

組

取

締

役

宍

戸

正

夫

氏

去
る
六
月
四
日
、
不
幸
に
し
て
病
魔

に
回
国
さ
れ
、
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
、
父

親
、
一
元
株
式
会
社
宍
戸
組
代
表
取
締

役
、
郡
山
砕
石
工
業
株
式
会
社
取
締
役

会
長
故
宍
戸
俊
三
殿
の
御
遺
志
に
よ
り

株
式
会
社
、
宍
戸
組
、
取
締
役
宍
戸
正

夫
殿
(
郡
山
市
石
測
三
の
十
一
)
よ

り
、
生
前
大
変
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
様

に
な
り
・ま
し
た
の
で
、
玉
川
村
の
発
展

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
金
百

万
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
と
し
て
も
こ
の
特
志
寄
附
に
感

謝
申
し
上
げ
、
早
速
教
育
施
設
の
整
備

資
金
の
た
め
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

紙
上
を
お
か
り
申
し
上
げ
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
故
人
の
め
い
福

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

県
女
子
青
年
研
究
大
会

補
助
金
交
付
申
請
書
審
査
会

高
令
者
学
級

6
1
7
日

福

島

県

P
T
A
大
会
(
石

7
日
川
辺
婦
人
コ
ー
ラ
ス
日

8
日
芸
術
セ
ミ
ナ
ー
締
切
日

8
日
青
年
映
画
会

9
目
玉
川
村
女
子
青
年
研
究
大
会

日
日
視
聴
覚
教
育
賞
候
補
者
〆
切

日
日
教
育
行
財
政
調
査
審
査
会

日
比
日
習
字
教
室
(
須
釜
公
民
館
〉

日
j

M
日
青
年
野
外
活
動
(
青
少
年

2 
日
4 
日
6 
日

旅
行
村
)'

初

日

広

報

〆

切

紅
白
社
教
定
例
研
修
日

勾
日
婦
人
学
級

お
日
県
民
久
竺
什

お
日
習
字
教
室
(
須
釜
公
民
館
)

m
j
羽
田
村
民
登
山
会
(
尾
瀬
〉

幻
自
県
民
俗
芸
能
犬
会
(
須
釜
念
仏

踊
出
場
、
県
文
化
セ
ン
タ
ー
)

幻
自
月
末
統
計

お

め

で

(
五
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

た

小蒜J[I地

高生辺区

山南竜

小吉 11 須 11 中 I!

屋 釜崎

お
地川

辺

蒜

生
小

高中 I! 

出
生
児
氏
名

須

藤

孝

之

添

田

技

利

須

藤

恵

美

溝

井

悦

子

石

井

恵

子

藤

田

貴

裕

白
沢
恵
美
子

永

林

明

子

滝

口

友

美

上

野

幸

男

大

木

景

子

宗

形

久

境

田

孝

伸

石

森

幸

予

I! 

く

や

(
五
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
)

区

死
亡
者
氏
名

小

針

岩

三

矢

吹

セ

ン

溝

井

チ

ウ

古

寺

と

よ

保
護
者
名

利

夫

宗

良
重

正

源

二
金

六守

松

雄昭

夫治夫次夫治

昭孝徳郁正一

み

ロ
世
帯

年
A

主
名

目

善

治

汚

晋

作

U
M

栄

町

長

重




